
フリーダイヤル　　　フリーダイヤル　　　 ヨムハ　                マイニチマイニチ

【Oh!MeOh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは毎日新聞のご購読お申し込みは

【Oh!Me】

毎日新聞のご購読お申し込みは
フリーダイヤル　　　ヨムハ　      マイニチ

だい ご  み

ら く が ん

とき お

しん ご

堅田の落雁

目で楽しみ、口で味わい、心でいただ

く……和菓子の醍醐味はここにある。

金時堂の看板商品、落雁もその典型

だろう。

近江八景の一つ「堅

田の落雁」にちな

み、琵琶湖に浮か

ぶ浮御堂とその上

を雁が優雅に飛ぶ

美しい風景を表現、

まずは手に取った

人の目を楽しませる。

そして口に含む。砂糖の中でも最高級

の和三盆の上品な甘さがゆっくりと広

がり、思わず頬が緩んでくる。

油脂を使わず植物性の原料と炭水

化物が中心。洋菓子に比べて低カ

ロリーで体に優しいのもうれしい。

金時堂は1923（大正12）年、かつて湖

上交通の拠点として栄え、今でも風

情のある町並み

が残っている堅

田の町の一角に

誕生した。

当時、堅田だけ

で 12軒の和菓

子屋があり、そ

のうちの２軒で

落雁を作っていた。

競争が激しく、自

転車で近江舞子あ

たりまで売りに行っ

ていたという。

以来約90年。地元

で取れた米や小豆

を使うなど地産地

消を心掛け、昔な

がらの製法を守っ

て「伝統の味」を伝

えてきた。

山本さんは高校を

卒業後、５年間京

都で修業を積んだ。

京都の和菓子は自

分の知る和菓子と

違い、とても上品で驚いたという。め

きめきと腕を上げ、修業中から京菓子

協同組合研究会の優秀賞や優良賞を受

賞した。その後も全国菓子大博覧会で

有効金賞や総裁工芸文化賞を受賞、そ

の技術は高く評価されている。現在は

父・時男さん（87歳）、息

子の伸吾さん（32歳）と共

に３世代で営んでいる。

「人の一生には喜びや悲

しみなどさまざまな節

目があります。そのと

きに欠かせないのがお菓子。うれしい

ときは喜びを分かち合い、悲しいとき

は心を慰めてくれる……お菓子は人の

気持ちを伝え、心でいただくものです」

そんな心を伝えるため、地域の人々と

の関わりも大切にしている。

地元中学校の職場体験を受け入れ、高

校の「堅田探訪」の授業にも協力してい

る。休日には公民館で和菓子作り教室

を開催するほか、地元・成安造形大学

の学生新聞にもレシピを載せたり取材

に応じたりして協力している。

（取材・澤井）

●場所：大津市本堅田2-11-31
●時間：9:00～19:00
●定休日：火曜日、日曜日の午後
●TEL：077-572-0061

和菓子の心を
次の世代へ世代へ
和菓子の心を
次の世代へ世代へ

「金時堂」で使用される落雁の型「金時堂」で使用される落雁の型「金時堂」で使用される落雁の型

３世代で和菓子を伝えている３世代で和菓子を伝えている　
（写真左から伸一さ（写真左から伸一さん、時男さん、伸吾さん）ん、時男さん、伸吾さん）

３世代で和菓子を伝えている　
（写真左から伸一さん、時男さん、伸吾さん）

「和菓子作り教室」「和菓子作り教室」
作り方のほかに、堅田の歴史や作り方のほかに、堅田の歴史や
暮らしについても伝えている暮らしについても伝えている

「和菓子作り教室」
作り方のほかに、堅田の歴史や
暮らしについても伝えている

Oh Me
オー！ミー

この情報紙は「滋賀ガイド」と提携しています

発行部数：100,000部

毎　日　新　聞 2011年（平成23年）3月24日（木曜日） 1

毎週木曜発行 
●Oh!Me編集室／株式会社ヤマプラ：近江八幡市桜宮町294 TEL0748-34-8872 FAX0748-34-8927
●広告／滋賀毎日広告社：大津市打出浜3-16 TEL077-522-2603
●発行／毎日新聞大阪本社開発宣伝部：大阪市北区梅田3-4-5


